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新
た
な
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
新

市
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
�10
月
16
日

�
日
��備
北
丘
陵
公
園
で�
さ
と

や
ま
夢
ま
つ
り
�が
開
催
さ
れ
�

秋
晴
れ
の
も
と
多
く
の
人
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
�

　
庄
原
青
年
会
議
所
と
備
北
丘

陵
公
園
�市
な
ど
各
種
団
体
が
連

携
し
て
開
催
さ
れ
た
こ
の
祭
り

で
は
�新
市
の
自
然
や
文
化
�特

産
品
な
ど
の
資
源
を
Ｐ
Ｒ
す
る

イ
ベ
ン
ト
や
特
産
品
を
味
わ
う

コ
�
ナ
�
な
ど
が
用
意
さ
れ
�秋

ま
つ
り
の
最
終
日
で
も
あ
�
た

当
日
は
�会
場
で
あ
る
備
北
丘
陵

公
園
の
芝
生
広
場
に
は
多
く
の

人
が
集
ま
り
ま
し
た
�

　
ス
テ
�
ジ
で
は
�太
鼓
の
演
奏

や
地
元
グ
ル
�
プ
に
よ
る
踊
り

の
ほ
か
�民
謡
歌
手
で
あ
る
伊
藤

多
喜
雄
さ
ん
の
歌
に
合
わ
せ
�庄

原
中
学
校
の
生
徒
が
舞
い
を
披
露
�

　
特
産
品
の
テ
ン
ト
で
は
�ワ
ニ

の
解
体
や
牛
の
丸
焼
き
の
ほ
か
�

野
菜
や
加
工
品
が
並
び
�長
蛇
の

列
も
で
き
て
い
ま
し
た
�

　
シ
ル
バ
�
人
材
セ
ン
タ
�
は
�高

齢
者
が
働
く
こ
と
を
通
じ
�健
康
保

持
と
生
き
が
い
の
充
実
�社
会
参
加

の
実
現
を
推
進
し
て
い
ま
す
�

　
全
国
の
シ
ル
バ
�
組
織
で
は
�毎

年
10
月
の
第
３
土
曜
日
を�
シ
ル
バ

�
の
日
�と
し
�清
掃
活
動
な
ど
の

各
種
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
�

　
合
併
に
よ
り
新
た
に
ス
タ
�
ト

し
た
庄
原
市
シ
ル
バ
�
人
材
セ
ン

タ
�
で
は
�10
月
15
日
を
中
心
に
市

内
の
６
地
域
で
清
掃
活
動
を
実
施
�

会
員
の
皆
さ
ん
は
�上
野
総
合
公
園

や
比
和
総
合
運
動
公
園
�西
城
町
民

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
は
じ
め
�各
地
域
の

公
共
施
設
や
保
健
福
祉
施
設
周
辺

の
除
草
�街
路
樹
の
剪
定
�ご
み
の

撤
去
な
ど
に
汗
を
流
さ
れ
ま
し
た
�

問
い
合
わ
せ

�
社
�
庄
原
市
シ
ル
バ
�
人
材
セ

ン
タ
�
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�
　
　
　
　
　
　
�

ふ
る
さ
と
を
Ｐ
Ｒ
す
る

高野大根など、地域の特産品がズラリ

大勢の人でにぎわったステージ

見事な手さばきでワニを解体

シ
ル
バ
�
人
材
セ
ン
タ
�

ボ
ラ
ン
テ
�
ア
活
動
で
市
内
を
清
掃

ふるさとの秋を満喫

さとやま夢まつり

　
国
民
年
金
保
険
料
は
�納
付
し

た
全
額
が
所
得
税
・
市
町
村
民
税

等
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
�

　
所
得
税
法
等
の
一
部
が
改
正

さ
れ
�平
成
17
年
分
の
所
得
の
申

告
か
ら
�国
民
年
金
保
険
料
を
社

会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す

る
場
合
は
�
１
年
間
に
納
付
�
納

付
見
込
み
を
含
む
�し
た
国
民
年

金
保
険
料
を
証
明
す
る
書
類
の

添
付
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
�

　
こ
の
証
明
書
は
�11
月
上
旬
に

社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
�

年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加

入
し
た
場
合
は
�翌
年
２
月
上
旬

に
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
�年
末
調

整
ま
た
は
�確
定
申
告
の
手
続
き

の
際
は
�必
ず
こ
の
証
明
書
や
領

収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
�

　
国
民
年
金
保
険
料
は
�被
保
検

者
本
人
だ
け
で
な
く
�そ
の
世
帯

の
世
帯
主
お
よ
び
配
偶
者
も
連

帯
し
て
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
�

　
世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者
と
し

て
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
し
た
場
合
は
�そ
の
納
付

額
の
全
額
が
�納
付
し
た
方
の
所

得
税
等
の
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
�

　
こ
の
よ
う
な
場
合
は
�年
末
調

整
な
ど
の
手
続
き
の
際
に
�ご
自

身
の
社
会
保
険
料
の
額
と
合
算

し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
�ま
た

そ
の
際
�ご
家
族
分
の
証
明
書
も

申
告
す
る
方
の
申
告
書
に
添
付

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
�

　
11
月
は
��
国
民
年
金
制
度
推

進
月
間
�
で
す
�
こ
の
期
間
に
あ

わ
せ
�年
金
に
つ
い
て
の
疑
問
や

不
安
を
少
し
で
も
解
消
し
て
も

ら
う
た
め
�
一
日
年
金
相
談
所
�

を
開
設
し
ま
す
�

　
当
日
は
�三
次
社
会
保
険
事
務

所
の
担
当
者
が
�国
民
年
金
や
厚

生
年
金
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ

ま
す
�
ま
た
�
そ
の
場
で
保
険
料

の
納
付
も
で
き
ま
す
の
で
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
�

12
月
６
日�
火
� 

比
和
支
所

12
月
７
日�
水
� 

口
和
支
所

12
月
９
日�
金
� 

西
城
公
民
館 

※
受
付
時
間
は
10
時
�
15
時

※
年
金
手
帳
ま
た
は
年
金
証
書

を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
�

お
気
軽
に
年
金
相
談
を

年
末
調
整
・
確
定
申
告
に
は

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
を

ご
家
族
分
の
証
明
書
も

お
忘
れ
な
く

【国民年金の保険料】
保健医療課国保年金係　鈎0824－73－1158
三次社会保険事務所　　鈎0824－62－3107

相
談
日
程

★年金の相談は「ねんきんダイヤル」へ

　10月31日から、年金に関する相談

を受ける「ねんきんダイヤル」を開設

しています。お気軽にご利用ください。

●年金請求などの年金相談

鈎０５７０―０５―１１６５

●年金を受けている方の年金相談

鈎０５７０―０７―１１６５

受付時間は８時30分～17時(土・日・祝日を除く)

●本人確認のため、年金手帳をお手元にご用意してく

ださい。

●このダイヤルは、全国の年金電話相談センター等の

うち空いた回線につながりますが、一般の固定電話の

場合、電話料金は接続先にかかわらず市内通話料金で

ご利用いただけます。

●ＰＨＳなど電話機によっては、ご利用になれません。

あいにくの雨の中、精力的に作業されました


